
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 目標指標 基準値 目標値
実績値

(中間報告)

２７５店舗 ２８１店舗 ２７９店舗

(令和２年) (令和８年度) (令和７年度)

８３店舗 ９６店舗 ６９店舗

(平成27～令和元年度) (令和3～令和8年度) (令和3～令和7年度)

商店街等通行量 ３４，７００
人/日

３６，８００
人/日

２７，２４７
人/日

（通常時の平日・
休日平均）

(平成28～令和2年度平均) (令和８年度) (令和７年度)

３件 １２件 １０件

(平成27～令和元年度) (令和3～令和8年度) (令和3～令和7年度)

求心力のある
商業・業務エリアの
形成

交流と創造による
来街機会の創出

誰もが安心して
過ごすことができる
まちへの再生

中心市街地におけ
る建物更新件数

中心商店街営業店
舗数

中心商店街への新
規出店数

第４期山口市中心市街地活性化基本計画の概要 ① 

第１章 中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

１．前期（第３期）計画について 

■計画期間：令和３年７月～令和９年３月（５年９か月） 

■区域面積：約７６ｈａ 

■事 業 数：７２事業  
 主要事業：山口駅前地区住宅市街地総合整備事業 

：歩きたくなるまちなか整備事業（商店街アーケード） 

新本庁舎整備事業（新本庁舎棟） 

アートでつなぐまちの活性化事業 ほか 

３．中心市街地の課題整理（前期計画の総括） 

■まちの魅力・回遊性の向上【課題１】 

⇒市民ニーズの高い機能の誘導や、空き店舗等を活用した魅力

ある店舗の集積を進める必要があり、貸出不能店舗も増加傾向

にあることから、新規出店希望者に対する支援の取組を継続す

ることが重要です。若者をはじめとする多様な来街者が気軽に

訪れ、楽しみながら回遊できる商業環境の形成が課題です。 

 

■来街機会の創出【課題２】 

⇒本市中心市街地への来街者の多くは、中心市街地エリア近隣

の居住者にとどまっているため、中心市街地が市民の日常生活

だけでなく余暇等における多様なライフスタイルを支えるエリ

アとなるよう、また広域県央中核都市の一翼を担うエリアとな

るよう本市全域及び市外からの来街者を増やす取組が必要。 

 

■まちの再生とエリア価値の向上【課題３】 

⇒本市中心市街地においてはまちの老朽化が進んでおり、その

役割を持続させるためには中心商店街の老朽化した店舗を含む

建物の更新や密集市街地の解消などに取り組む必要がある。そ

の際、本市唯一の中心市街地として、ここにしかない空間やま

ちなみの形成により、エリア価値の向上を図ることが必要。 

２．前期（第３期）計画の評価（中間報告） 

・「中心商店街営業店舗数」と「中心商店街への新規出店数」は、

概ね目標値を達成し、商店街店舗の維持に寄与しています。 

・「商店街等通行量（通常時の平日・休日平均）」は、目標の達

成が難しい状況でしたが、一定の通行量は維持しています。 

・「中心市街地における建物更新件数」は、概ね目標値を達成し、

道路整備や老朽建築物の除却に寄与しています。 
 第４期計画における中心市街地区域については、第３期までに

培った既存ストックを活かしつつ、商業機能のみならず、行政・

教育文化といった多様な高次の都市機能の維持・集積を図るた

め、亀山周辺ゾーンの国道９号より南側まで区域を拡大し、新た

に約１２０ｈａを「中心市街地」として位置づけます。また、隣

接する大内文化ゾーンとの連携も深めていきます。 

第３章 中心市街地の活性化の目標  P69～ 

１．山口市中心市街地活性化の目標 

上位計画の第二次山口市総合計画等では、「広域県央中核都市

づくり」において県都としての役割を果たす中で山口・小郡の都

市核づくりを進めることとしており、「山口都市核」に含まれる

大殿・白石・湯田地域の人口をＫＰＩ(重要業績評価指標)と定め

ています。居住人口はまちの活力を示す重要なバロメーターとな

ることから、同地域に含まれる中心市街地エリアにおいても、第

３期計画に引き続き、期間中の増加を目指します。 

 

２．第４期計画の基本方針について 

『人がつどい、つながり、育む 出かけたくなる中心市街地』をテ

ーマに、第４期計画の基本方針及び目標を設定します。 

■老朽化対策【課題３】 

⇒これまでの取組により、狭隘道路の解消など密集市街地の改

善は一定程度進展したものの、店舗の連続性が失われつつある

ことから、商店街としての魅力と賑わいを維持・向上していく

上では店舗等への建替を促すことが課題です。 

■まちづくりを担う人材の確保【課題２】 

⇒商店街事業者を中心とする従来の担い手が減少する中、学生・

若者を含む新たな人材の参画機会や、人材育成、コミュニティ

形成など、継続的なまちづくり活動につながる仕組みが十分に

整っていません。また、将来の担い手となる子ども達が中心市

街地を訪れ、まちへの関心や愛着を育む機会も限られています。 

 

第２章 中心市街地の位置及び区域  P57～ 

目標① 「多くの人がつどう魅力あるまちなかの創出」 

市役所や美術館をはじめとする行政・文化機能が集積する亀山周

辺ゾーンを、中心商店街と一体的な都市空間として位置付けます。

多様な都市機能を生かした回遊性の向上と滞留空間の創出により、

日常的な利用を促進し、賑わいの創出を図るとともに、高次都市機

能の維持・集積およびエリア価値の向上を目指します。 

目標指標：商店街等通行量（通常時の平日・休日平均）（人/日） 

     回遊率（％） 

 

目標② 「次世代につながるまちなか応援人口の増加」 

商店街事業者に加え、学生・若者、子ども、地域住民など、多様な

人々がまちづくりに参画できる機会を創出します。あわせて、参加

者同士がつながり、継続的に活動できるコミュニティの形成や人材

育成を進め、中心市街地への関心と愛着を持つ次世代の担い手を育

みます。 

目標指標： 中心市街地イベント開催件数（件） 

 

目標③ 「まちなみの再生による持続可能なまちの実現」 

老朽化した建物の新築・リノベーションや空き店舗等の活用を促

進するとともに、公共空間との一体的な利用を進めます。歴史的景

観や地域資源と調和したまちなみの連続性を確保し、将来にわたっ

て更新され続ける持続可能な都市空間を形成します。 

目標指標：中心商店街に面した建物更新件数（件） 

P1～ 

基本方針 活性化の目標

〇求心力のある商業・業務エリアの形成

〇交流と創造による来街機会の創出

〇誰もが安心して過ごすことができるまちへの再生

〇居心地が良く
　　　歩きたくなるまち

〇多様な人々の
　　　心が弾むまち

基本方針 活性化の目標

〇多くの人がつどう魅力ある
　　　　　　　　　　　　まちなかの創出

〇次世代につながる
　　　　　　　まちなか応援人口の増加

〇まちなみの再生による
　　　　　　　　持続可能なまちの実現

〇住む人も訪れる人も笑顔になれる
　　　　　　　　　　　　　　　ともに育むまち

〇未来へ更新し続ける持続可能なまち

 

３．第４期計画について 

■計画期間：令和９年４月～令和１４年３月（５年） 

■区域面積：約１２０ｈａ 

■事 業 数：７６事業  
 主要事業：概要②を参照 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地活性化
の目標

目標指標 基準値 目標値

商店街等通行量
（通常時の平日・休日
平均）

２７，２４７人/日
（Ｒ７年度）

２３，８００人/日
（Ｒ１３年度）

回遊率
（通常時の平日・休日
平均）

２７．２％
（Ｒ７年度）

３０．２％
（Ｒ１３年度）

目標②
次世代につながる
まちなか応援人口
の増加

中心市街地イベント開
催件数

１７件
（Ｒ７年度）

２２件
（Ｒ１３年度）

目標③
まちなみの再生に
よる持続可能なま
ちの実現

中心商店街に面した建
物更新件数

４件
（Ｒ３―Ｒ７年度）累計

１０件
（Ｒ９―Ｒ１３年度）累計

目標①
多くの人がつどう
魅力あるまちなか
の創出

 多くの人がつどう 魅力あるまちなかの創出 

心力のある商業・業務エリアの形成 

⑦まちなかプレーパーク事業  

 

 

⑪多様性あふれる商店街推進事業  

百貨店において、次世代を担う子ども達向けのイベント等を 

行う。また、まちづくりに関わる人材を育て、まちなか応援 

人口（まちのファン）の増加を図る。 

⑬商業集積・まちなか居住推進事業【⑧再掲】 

中心市街地のまちなみ規範策定エリアにおいて、下層階は店

舗又は事務所、上層階を住居とする建物を新築する場合、必

要な費用の一部を補助することで、建物の更新を進め、店舗

等が連続する調和のとれたまちなみを形成することで、暮ら

しと商業が共存する持続可能なまちを実現する。 
⑤パークロード活用検討・実証事業 

パークロード全体で賑わいの創出を図るために、歩行者利便増進

道路（ほこみち制度）の活用を検討するための社会実験等を実施

する。 

①中心市街地高次都市機能集積促進事業 

商業施設や映画館等の文化施設等の進出に必要な費用の一部を 

補助することで高次都市機能の中心市街地への誘導を図る 。 

③中心市街地文化回遊プログラム創出事業 

県立美術館・博物館・図書館、市役所・市民会館などの施設お

よび亀山公園の魅力度を高め、中心商店街ゾーンを文化・芸術

・学びでつなぎ、両ゾーンの回遊性向上を図るための回遊型文

化プログラムを実施する。 

店舗改修支援事業 

 老朽化や店舗一体型住居等が原因で長期間空き店舗となって

いる物件の改修費用を支援する。 

②まちなかウォーカブル推進事業 

新本庁舎前広場や一の坂川交通交流広場、中心商店街などのス 

モールエリアに滞留しやすい空間づくりを進めることで、賑わ 

いの創出及び回遊性の向上を目指す。 

 

第４期山口市中心市街地活性化基本計画の概要 ② 

まちなみの再生による 持続可能なまちの実現 

もが安心して過ごすことが 

〇第４期計画における目標指標及び目標値 ⑨道場門前二丁目地区市街地再開発事業 

 

⑮中心市街地タウンマネジメント事業 

商店街組合主導による建物所有者の会の設立及び活動支援や

老朽化店舗をチェックする専門家派遣の仕組みづくり等、中

心市街地の建物所有者がまちづくりの当事者として建物の管

理や建替えの検討が円滑に行えるよう支援する。 

①④⑮・・・中心市街地エリアで実施

⑧・・・まちなみ規範策定エリア（点

線部     ）で実施 

中心市街地区域(120ha) 

 

中心商店街 

 

賑わいの交流軸 

       

山口県庁 

県立博物館 
県立図書館 

県立美術館 

山口市役所 

JR 山口駅 

山口市民会館 

⑥早間田交差点の平面交差化＜県事業＞ 

早間田交差点における地下道廃止および平面交差化の検討を進

め、エリア内の更なる回遊を図っていく。 

② 

② ② 

② 

③ 

③ 

③ 

③ 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

⑥ ⑪ 

⑦ 

⑦ 
⑦ 

⑦ 

⑦ 

⑦ 

⑫まちなかプレーパーク事業 【⑦再掲】 

エリア内の広場や公園にプレーパークを開設し、子育て世代

を含む多様な世代が気軽に集い、交流できる場をつくること

で、まちなかへの来街機会とにぎわいを創出する。 

 

⑧商業集積・まちなか居住推進事業 

 

 

⑭道場門前二丁目地区市街地再開発事業【⑨再掲】 

組合施行等により、市街地再開発事業を実施し、まちなか居

住等を進める。老朽化した建物や土地利用を更新し、商業、

居住、駐車場等の都市機能を集約することで、安全で利便性

の高い持続可能なまちを形成する。 

 

 

⑨ 

④みんなのまちづくり会議プロジェクト事業（仮） 

 次世代につながる まちなか応援人口の増加 

⑩みんなのまちづくり会議プロジェクト事業（仮） 

【④再掲】 

公共空間や民間ストックの活用など、中心市街地エリア全体 

に係る持続的なまちづくり活動を推進するための運営支援を 

実施する。 

財源  

中活ソフト・・・①②③④⑤⑦⑧ 

交付金・・・・・⑨⑪⑮ 

⑦ 



  


